
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
年

度
内
の
事
業
実
施
が
困
難
と
な
っ

た
土
地
造
成
工
事
請
負
費
に
つ
い

て
、
減
額
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
小
学
校
の
校
舎

等
新
設
改
良
費
に
お
い
て
、
見
沼

中
学
校
区
の
義
務
教
育
学
校
の
開

設
に
向
け
た
設
計
経
費
を
計
上
す

る
ほ
か
、
文
化
財
保
護
費
に
お
い

て
、
若
小
玉
地
区
産
業
団
地
の
整

備
に
当
た
り
、
発
掘
調
査
に
要
す

る
経
費
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
歳
出
を
賄
う
財

源
と
し
て
、
地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
繰
入
金
、
財
産
収
入

及
び
繰
越
金
に
よ
り
措
置
す
る
も

の
で
す
。

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
お

い
て
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
よ

り
年
度
内
の
事
業
完
了
が
困
難
な

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
執
行
す
る
ほ
か
、

見
沼
中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
整

備
事
業
に
お
い
て
、
本
事
業
の
完

了
が
翌
年
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、

所
要
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正

は
、
清
掃
業
務
委
託
ほ
か
３
事
業

に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
契
約
締

結
に
係
る
事
務
手
続
き
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
当
初
か

ら
の
業
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

〔
主
な
質
疑
〕

　
　

太
田
西
学
童
保
育
室
の
定
員

拡
大
に
伴
う
具
体
的
な
整
備
内
容

は
。

　
　

太
田
西
小
学
校
と
の
協
議
に

よ
り
、
教
育
相
談
室
を
学
童
保
育

室
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
定
員
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
既
存
の
外
ト
イ
レ
の
手
洗
い

場
を
増
設
し
、
運
営
に
必
要
な
机
、

椅
子
等
の
備
品
を
購
入
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　

障
害
者
福
祉
費
及
び
扶
助
費

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

　
　

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
の
増
加
の
要
因
は
、
療
育
手
帳

及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

保
持
者
の
増
加
や
基
盤
整
備
が
進

ん
だ
こ
と
に
よ
り
障
害
を
持
つ
方

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
認
知

が
進
み
、
年
々
増
加
傾
向
と
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
保

護
世
帯
に
お
い
て
、
単
身
高
齢
者

世
帯
の
割
合
が
増
加
し
、
医
療
扶

助
費
や
介
護
扶
助
費
の
伸
び
が
大

き
く
影
響
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　

見
沼
中
学
校
は
ど
の
よ
う
に

改
修
す
る
計
画
な
の
か
。

　
　

見
沼
中
学
校
区
の
小
学
校
３

校
と
中
学
校
１
校
を
再
編
成
し
、

施
設
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
と

し
て
９
学
年
が
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
校
舎
の
整
備
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

小
学
校
用
図
書
の
増
書
に
伴
う
図

書
室
の
整
備
、
特
別
教
室
の
小
学

生
向
け
の
改
修
、
空
調
機
器
の
追

加
の
ほ
か
、
新
た
に
配
置
が
必
要

と
な
る
小
学
校
６
学
年
分
の
普
通

教
室
や
ト
イ
レ
、
英
語
活
動
に
使

用
す
る
学
習
室
な
ど
、
既
存
校
舎

の
活
用
を
基
本
に
施
設
の
配
置
に

係
る
基
本
設
計
や
実
施
設
計
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　

９
月
定
例
会
で
継
続
審
議
と
し

た
平
成
30
年
度
行
田
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

12
月
定
例
会
初
日
に
賛
成
多
数
を

も
っ
て
認
定
し
ま
し
た
。

3　　ぎょうだ議会だより

決　算
平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

年
４
月
と
し
た
理
由
は
。

　
　

今
後
の
経
営
状
況
が
悪
化
す

る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

か
ら
で
は
遅
い
と
判
断
し
た
た
め
、

４
月
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

水
道
料
金
の
平
均
改
定
率
を

12
％
と
し
た
理
由
は
。

　
　

純
利
益
を
年
１
億
円
確
保
す

る
こ
と
な
ど
、
複
数
の
目
標
値
を

定
め
、
ま
た
、
水
道
利
用
者
に
過

度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
設
定
し
た
。

　
　

値
上
げ
幅
を
抑
え
る
た
め
に
、

経
営
努
力
は
し
た
の
か
。

　
　

外
部
委
託
に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
国
な
ど
の
補
助
金
の
活
用

の
ほ
か
、
工
事
の
際
に
は
、
他
の

工
事
と
の
一
体
的
・
合
理
的
な
施

工
に
よ
り
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
、
配
水
区
域
を
見
直
し
、

水
道
施
設
の
統
廃
合
や
施
設
規
模

の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
。

○
令
和
元
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算	

（
原
案
可
決
）

　

９
月
補
正
後
の
諸
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
各
種
経
費
の
追
加
措
置

等
を
行
う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
14
億
２
２
２
６
万
１
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
２

８
０
億
９
５
３
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総

務
費
で
は
、
行
田
市
行
財
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
特
定
目

的
基
金
の
統
廃
合
に
伴
う
基
金
の

積
立
金
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

交
通
安
全
対
策
費
で
は
、
利
用

者
の
増
加
に
伴
い
、
運
転
免
許
自

主
返
納
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
費

を
追
加
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　

徴
収
費
で
は
、
過
誤
納
金
還
付

金
及
び
過
誤
納
返
還
金
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
追
加
す
る

も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
障
害
者
福
祉
費

及
び
生
活
保
護
費
の
扶
助
費
に
お

い
て
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
追
加
措
置
を
講
じ
る
ほ

か
、
放
課
後
児
童
対
策
事
業
費
に

お
い
て
、
太
田
西
学
童
保
育
室
の

定
員
拡
大
の
た
め
、
改
修
工
事
等

の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
成
人
保
健
費
に

お
い
て
、
が
ん
検
診
受
診
者
の
増

加
に
よ
り
検
診
委
託
料
に
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
追
加
措
置
す

る
も
の
で
す
。

　

商
工
費
の
産
業
拠
点
推
進
事
業

費
で
は
、
若
小
玉
地
区
産
業
団
地

の
事
業
区
域
に
お
い
て
、
発
掘
調

補正予算
補
正
総
額

14
億
２
２
２
６
万
円
余
り

問問 答答 答

問問

問

答答

答

太田西学童保育室


